
NEWS

外来診療医師一覧表

編集後記
　新年あけましておめでとうございます。

　まずは皆様にご報告があります。大洲中央病院は、去る12月1日付けで、「社会医

療法人」としての認可を受けることができました。社会医療法人とは、救急医療・災

害医療など赤字に陥りやすい地域医療に貢献する病院を応援するため、経営の透明

性が高いことを条件に認可された医療機関を言います。大洲中央病院は、社会医療

法人として再出発することにより、より公益性が高く、地域に貢献する使命を持った病院

として継続していくことを目指しています。喜多郡・大洲地域には大規模病院こそありま

せんが、市立大洲病院や喜多医師会病院など公益性の高い医療機関が多く、地域

の医療機関と連携を持ちながら地域医療を守っていければと考えています。

　奇しくも昨年は厚生労働大臣表彰もいただくことができました。この地域は、救急車

のたらいまわしなどの問題が非常に少ない地域として高い評価もいただいています。地域

のそれぞれの医療機関が特徴を持って協力しあっている結果と思います。

　今年は社会医療法人として恥ずかしくないよう、より一層気を引き締めて努力して参り

ますので、引き続きご協力とご指導の程宜しくお願い申し上げます。

　明けましておめでとうございます。昨年は、12月
になっても暖かい日が続き、過ごしやすい半面、雪
不足によりスキーやスノーボード等に行けず残念
な思いをされた方も多かったと思います。この広報
誌が出る頃には雪の便りもみられるでしょうか。さ
て、昨年は当院にとって節目となる年でした。今回
の紙面にも掲載いたしましたが、1つは設置主体
が医療法人から社会医療法人に変更になったこ
と。2つ目は、救急医療功労者厚生労働大臣表彰
を受賞したことです。今後は更に「公益性の高い医
療」が求められます。現状に甘んじることなく、更な
る躍進を目指し、地域への医療貢献ができますよ
う努力してまいります。
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第43回病院忘年会に参加して

TOPICS

　12月14日に病院の忘年会が開催
されました。今年は社会医療法人北斗
会の発足と新理事3名の紹介もあり華
やかな開会となりました。会場と料理は
クリスマスカラーで彩られ、歌手による
クリスマスソングが流れる中、皆で楽し
い時間を共有することができました。ま
た、全職員の笑顔を集めた映像の上映
やプレゼント抽選会もあり、更に笑顔と
笑い声で包まれた会となりました。来年
も忙しい病院勤務の中、思いやりと優
しさのある病院でありたいと思います。

平成27年12月14日

リハビリテーション科　理学療法士
古谷 通

　平成27年10月29日、11月5日に、病院
内で「感染防止対策セミナーⅠ～日常の中
に潜む感染危険行動～」が開催され、218
名の参加がありました。
 まずは、私達の日常業務の中でどのような
行動が病原菌の拡散に繋がり、感染の危険
性があるのかという講義のあと、汚れに見立
てた蛍光クリームを手に塗って手洗いを行な
い、その手をブラックライトに当てて、汚れが
落ちているかどうか確認する演習を行ないま
した。丁寧に洗ったつもりでも、思った以上に
爪先や指の間に汚れが残っており、いかに正
しい手洗いが重要かを再認識することがで
きました。今回のセミナーで学んだことを日々
の業務に活かし、患者さんはもちろんですが、
医療従事者も安心でき、感染の危険を回避
できる安全な病院作りに役立てていきます。

平成27年10月29・11月5日

看護師  二宮 ひろみ

感染防止対策セミナーの開催
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◎大洲・喜多地区の一週間の救急当番
■金～日曜日…大洲中央病院
■月曜日…市立大洲病院
■火曜日…市立大洲病院
■水曜日…加戸病院
■木曜日…大洲記念病院（昼）、
　　　　　市立八幡浜病院（夜）

内　　科

診療科目 月曜 火曜 水曜 木曜
※ ※

金曜 土曜 日曜
１ 診
２ 診
３ 診
１ 診

１ 診

１診（新患）
２診（再診）

２ 診

２ 診

３ 診
外　　科

整形外科

泌尿器科

脳神経
外科

近藤　誠司
山上　隆司
井上　明子
森岡　　徹
満谷　　臨

栗田　英明

清水　公治
西原　　潤
藤原　　聡

大久保啓二
山上　隆司
井上　明子
森岡　　徹
満谷　　臨

冲永　昌弘

清水　公治
西原　　潤
藤原　　聡

大久保啓二
井上　明子
近藤　誠司
森岡　　徹

武内　成禮
栗田　英明

清水　公治
藤原　　聡
西原　　潤

大久保啓二
山上　隆司
非常勤
森岡　　徹
満谷　　臨

栗田　英明
冲永　昌弘
清水　公治
藤原　　聡
西原　　潤

近藤　誠司
山上　隆司
大久保啓二

満谷　　臨
武内　成禮
冲永　昌弘

清水　公治

休
診
日

休
診
日

山下　大介
末廣　　諭

（隔 週）

受 付 時 間

診療開始時間

休 診 日
（1～4月）

お見舞い・面会時間

午前8時00分～午前11時30分
午前9時00分～
救急診療のみ……1月1日㈮、1月2日㈯、1月3日㈰、3月20日㈰、4月29日㈮
休診日……………火曜、水曜、1月11日㈪、2月11日㈭
年末年始…………12月29日㈫～1月3日㈰は一般診療は休診
午後1時00分～午後9時00分

担当医師は緊急手術などで変更する場合がありますので、事前にお問い合わせ
ください。（休診になる場合あり） ※は、予約診療になっています。
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　11月15日に社会医療法人石川記念会HITO病院
にて、第6回日本医療マネジメント学会愛媛県支部学
術集会が開催されました。当院リハビリスタッフが提供
したリハビリが、退院後に患者さんの生活にどう影響し
ているのかについて追跡調査が必要と考え、「退院前
訪問指導の再検討」というテーマで研究を実施しまし
た。研究を進める中で評価チャート用紙を独自に作成
し、今回の学会では作成したチャート用紙の妥当性を
統計学的に処理した結果を発表しました。学会での発
表という大きな経験をさせて頂いたことに加え、他の病
院の発表を聞くことができ多くの刺激を受けました。
　今後の展望としては、患者様へ提供するリハビリの
質を向上するためにも今回作成したチャート用紙を用
いた追跡調査を継続し、得られたデータを基に課題を
抽出・改善し、より良いリハビリが提供できるよう努め
て参りたいと思います。

平成27年11月15日

リハビリテーション科　作業療法士  越智 啓太

第6回日本医療マネジメント学会
愛媛県支部学術集会にて発表

謹　賀　新　年
本年も大洲中央病院を
どうぞよろしくお願いします。
社会医療法人北斗会 大洲中央病院 理事長 院長  大久保 啓二

社会医療法人北斗会

社会医療法人 北斗会



　棟方志功の代表作であり、二菩薩
と、釈迦10人の高弟の姿を彫った
『釈迦十大弟子二菩薩』。全12点か
らなるこの作品を6回に分けてご紹
介しています。4回目となる今回は、
1Fエレベーター横にある「羅睺羅」
と「阿難陀」です。棟方の真骨頂であ
る白と黒の絶対的対比からなる力
強い版画を、ぜひ一度ご覧ください。

棟方志功（むなかた
しこう）／1903年 
青森県生まれ。／
1956年ヴェネツィ
ア・ビエンナーレ国際
版画大賞受賞
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医療スタッフと救急隊員の連携により、
年間1100名を超える救急搬入患者さんへの
迅速な対応を可能にしています。

守るためにスタッフ一丸となって邁進して参りました。今
回、これまでの努力をご評価いただき大変うれしく思いま
す。医療機関を取り巻く情勢はますます厳しくなっていま
すが、今回の受賞を励みに、地域医療への更なる貢献を
目指し、より一層努力して参りますので、今後ともご指導
のほどよろしくお願い申し上げます。

　この度大洲中央病院が、平成27年度救急医療功労者
厚生労働大臣表彰を受賞させていただきました。この表
彰は、厚生労働大臣が、都道府県知事の推薦のもと、長
年にわたり地域の救急医療の確保、救急医療対策の推
進に貢献した団体や個人の功績を称えるために創設さ
れたものです。今年度は、全国から13の団体と24名の個
人が選ばれ、去る9月9日（救急の日）に、厚生労働省に
おいて表彰式が執り行われました。式典の中で、塩崎恭
久大臣より「団塊の世代が高齢化を迎え、益々救急医療
の大切さが増す中で各施設の努力をお願いしたい」との
祝辞を頂き、その後賞状と盾が授与されました。
　当院は、昭和48年の開院以来、土曜・日曜の通常診
療に加え、救急認定病院として大洲市・喜多郡の救急・
急性期医療を担い今年で42年を迎えました。この地域
では住民の高齢化が進む一方、救急医療制度の崩壊が
深刻化しています。当院は、より安心・安全な医療を提供
するために平成25年には新病院を建設し、地域医療を

すぐそばにある絵画

院内美術館14

『釈迦十大弟子二菩薩（羅睺羅、阿難陀）』
棟方志功 作 

羅睺羅 阿難陀

“世界のムナカタ”と
ならしめた全12点の大作

次号は棟方志功
『釈迦十大弟子二菩薩（全十二点）』より
「目犍連、摩訶迦葉」をご紹介いたします。

健康講座 参加自由
入場無料

■会場　大洲中央病院 2階  第一研修室

【開講予定】

■時間　午後2：00～3：00 ※都合により内容が一部変更となる場合があります。
　あらかじめご了承ください。
※場所を変更する場合があります。

◎1月28日㈭
　糖尿病シリーズ4　薬物療法…………………………………… 薬剤師
　糖尿病シリーズ5　食事療法…………………………………… 栄養士

◎2月25日㈭
　心臓の働きと病気について …………………………… 内科　井上医師
　動脈硬化ってどんな病気で何が怖いの？ ………………… 看護師

◎3月24日㈭
　脳卒中について ………………………………………… 脳外科　西原医師
　認知症の周辺症状とその対応 ………………………………… 看護師

年より大洲中央病院様（以下病院と略す）から清
掃業務を委託される事となりました。

厳選された洗剤と掃除用具の工夫

　病院では、二次感染、俗に言う「院内感染」０％
を先生方や職員及び関係企業にご指導なさってお
ります。そこで、わが社では世界一厳しいと言われて
おります米国環境保護局の認定を取りつけている
会社の製品を使用する事に致しました。現在問題
とされている48種類の細菌に対し有効である洗剤
です。次に清掃用具ですが、プレウェットシステムに
基づく用具に致しました。これは、清掃作業による
微生物拡散の低減及び環境表面の微生物を効率
よく除去する手法に基づいた清掃用具です。

清掃員の教育と維持管理

　病院側とケミカルメーカーによる教育講習を
行っています。それだけでは他の病院でもされてい
る事ですが、それに加えてケミカルメーカーの病院

施設専属員の評価指導を受けております。これは
清掃方法もケミカルの発達に伴い進化している
為、常に最新の安全で確実な作業方法を身につ
ける必要がある事と同時に、清掃作業員のスキル
アップにもつながります。本来これは清掃会社のみ
では難しいのですが、病院の皆様が患者様の笑顔
に繋がるのであればと、ご協力していただける為に
実現できているとも言えます。更に、病院との連携
が密になることで、他の病院や清掃会社の事例を
共有でき、問題事例は事前に対策を立てておく事
で、もしもの場合には早急に対処することができま
す。また、良い事例であればすぐさま取り入れが出
来る為に、もしもの確率を限りなく０％に近づける
事が出来ます。
　当たり前のことではありますが、清掃会社は清掃
を通じて皆様に清潔と安全を提供する会社であり、
病院に於いては患者様だけでなく、病院スタッフの
方々にも安心を提供していかなくてはと考えており
ます。ただ一度の油断や慢心がとんでもないトラブ
ルにつながる恐れもありますので、清掃スタッフの
意識向上・スキルアップ及び病院スタッフとの連携
を絶やさず、日々精進していきます。そして、これから
も常にアンテナを張り巡らせ病院と手を取り合い
安全で安心な病院環境を維持管理していきます。

　毎年、冬になり気温が低く乾燥する時期は、ノロ
ウイルスに代表される各種感染性胃腸炎、インフル
エンザが流行します。特に病院は、その特性から家
庭などの一般環境に比べて、感染症が集団発生す
る可能性が高い場所であると言えます。感染症の
多くは、“手”を介して体内に侵入するといわれてお
り、そこで重要視されるのが、院内の環境をいかに
清潔に保つかということです。当院では、病院内の
清掃を専門の業者に外部委託することにより、徹
底した清掃で、院内感染を起こさないことはもちろ
んですが、患者サービスと業務の質の維持・向上に
努めています。今回は、その業務の一端を担ってく
ださっている「株式会社北海クリーンサービス」の
山崎さんにお話を伺いました。

地域の人 と々共に清潔で
爽やかな生活を目指して

　わが社は昭和37年「お客様の満足と綺麗な空
間での生活」を目指し松山市に北海商事として創
業致しました。以来、清掃の仕事に携わり、色々な
人たちからの支援もあり、昭和45年株式会社北海
クリーンサービスとして創立、「地域の人 と々共に清
潔で爽やかな生活」を理念に清掃を通し頑張って
まいりました。その理念をご理解いただき、平成17

病院で働く人 の々紹介 ～清掃で院内感染防止に貢献～

平成27年度  救急医療功労者厚生労働大臣賞表彰を受けて
社会医療法人北斗会 大洲中央病院 理事長 院長  大久保 啓二

医療機関別傷病者搬送人員数 （大洲市・喜多郡の救急搬送）

大洲中央病院
1,116人

A

B

690人

291人

C112人

D264人

管轄内その他
57人

［管轄外］その他
300人［管轄外］E

129人

平成
25年度

大洲中央病院
1,152人

740人

297人

187人

230人

30人

290人 230人

平成
26年度

大洲中央病院
684人

447人
229人

129人

168人

37人

106人

平成
27年度

［4～11月］

A

B

C

D

管轄内その他

［管轄外］その他

168人
［管轄外］E

A
B

C

D

管轄内その他

［管轄外］その他

［管轄外］E

【救急患者到着】
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療に加え、救急認定病院として大洲市・喜多郡の救急・
急性期医療を担い今年で42年を迎えました。この地域
では住民の高齢化が進む一方、救急医療制度の崩壊が
深刻化しています。当院は、より安心・安全な医療を提供
するために平成25年には新病院を建設し、地域医療を

すぐそばにある絵画

院内美術館14

『釈迦十大弟子二菩薩（羅睺羅、阿難陀）』
棟方志功 作 

羅睺羅 阿難陀

“世界のムナカタ”と
ならしめた全12点の大作

次号は棟方志功
『釈迦十大弟子二菩薩（全十二点）』より
「目犍連、摩訶迦葉」をご紹介いたします。

健康講座 参加自由
入場無料

■会場　大洲中央病院 2階  第一研修室

【開講予定】

■時間　午後2：00～3：00 ※都合により内容が一部変更となる場合があります。
　あらかじめご了承ください。
※場所を変更する場合があります。

◎1月28日㈭
　糖尿病シリーズ4　薬物療法…………………………………… 薬剤師
　糖尿病シリーズ5　食事療法…………………………………… 栄養士

◎2月25日㈭
　心臓の働きと病気について …………………………… 内科　井上医師
　動脈硬化ってどんな病気で何が怖いの？ ………………… 看護師

◎3月24日㈭
　脳卒中について ………………………………………… 脳外科　西原医師
　認知症の周辺症状とその対応 ………………………………… 看護師

年より大洲中央病院様（以下病院と略す）から清
掃業務を委託される事となりました。

厳選された洗剤と掃除用具の工夫

　病院では、二次感染、俗に言う「院内感染」０％
を先生方や職員及び関係企業にご指導なさってお
ります。そこで、わが社では世界一厳しいと言われて
おります米国環境保護局の認定を取りつけている
会社の製品を使用する事に致しました。現在問題
とされている48種類の細菌に対し有効である洗剤
です。次に清掃用具ですが、プレウェットシステムに
基づく用具に致しました。これは、清掃作業による
微生物拡散の低減及び環境表面の微生物を効率
よく除去する手法に基づいた清掃用具です。

清掃員の教育と維持管理

　病院側とケミカルメーカーによる教育講習を
行っています。それだけでは他の病院でもされてい
る事ですが、それに加えてケミカルメーカーの病院

施設専属員の評価指導を受けております。これは
清掃方法もケミカルの発達に伴い進化している
為、常に最新の安全で確実な作業方法を身につ
ける必要がある事と同時に、清掃作業員のスキル
アップにもつながります。本来これは清掃会社のみ
では難しいのですが、病院の皆様が患者様の笑顔
に繋がるのであればと、ご協力していただける為に
実現できているとも言えます。更に、病院との連携
が密になることで、他の病院や清掃会社の事例を
共有でき、問題事例は事前に対策を立てておく事
で、もしもの場合には早急に対処することができま
す。また、良い事例であればすぐさま取り入れが出
来る為に、もしもの確率を限りなく０％に近づける
事が出来ます。
　当たり前のことではありますが、清掃会社は清掃
を通じて皆様に清潔と安全を提供する会社であり、
病院に於いては患者様だけでなく、病院スタッフの
方々にも安心を提供していかなくてはと考えており
ます。ただ一度の油断や慢心がとんでもないトラブ
ルにつながる恐れもありますので、清掃スタッフの
意識向上・スキルアップ及び病院スタッフとの連携
を絶やさず、日々精進していきます。そして、これから
も常にアンテナを張り巡らせ病院と手を取り合い
安全で安心な病院環境を維持管理していきます。

　毎年、冬になり気温が低く乾燥する時期は、ノロ
ウイルスに代表される各種感染性胃腸炎、インフル
エンザが流行します。特に病院は、その特性から家
庭などの一般環境に比べて、感染症が集団発生す
る可能性が高い場所であると言えます。感染症の
多くは、“手”を介して体内に侵入するといわれてお
り、そこで重要視されるのが、院内の環境をいかに
清潔に保つかということです。当院では、病院内の
清掃を専門の業者に外部委託することにより、徹
底した清掃で、院内感染を起こさないことはもちろ
んですが、患者サービスと業務の質の維持・向上に
努めています。今回は、その業務の一端を担ってく
ださっている「株式会社北海クリーンサービス」の
山崎さんにお話を伺いました。

地域の人 と々共に清潔で
爽やかな生活を目指して

　わが社は昭和37年「お客様の満足と綺麗な空
間での生活」を目指し松山市に北海商事として創
業致しました。以来、清掃の仕事に携わり、色々な
人たちからの支援もあり、昭和45年株式会社北海
クリーンサービスとして創立、「地域の人 と々共に清
潔で爽やかな生活」を理念に清掃を通し頑張って
まいりました。その理念をご理解いただき、平成17

病院で働く人 の々紹介 ～清掃で院内感染防止に貢献～

平成27年度  救急医療功労者厚生労働大臣賞表彰を受けて
社会医療法人北斗会 大洲中央病院 理事長 院長  大久保 啓二

医療機関別傷病者搬送人員数 （大洲市・喜多郡の救急搬送）

大洲中央病院
1,116人

A

B

690人

291人

C112人

D264人

管轄内その他
57人

［管轄外］その他
300人［管轄外］E

129人

平成
25年度

大洲中央病院
1,152人

740人

297人

187人

230人

30人

290人 230人

平成
26年度

大洲中央病院
684人

447人
229人

129人

168人

37人

106人

平成
27年度

［4～11月］

A

B

C

D

管轄内その他

［管轄外］その他

168人
［管轄外］E

A
B

C

D

管轄内その他

［管轄外］その他

［管轄外］E

【救急患者到着】
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外来診療医師一覧表

編集後記
　新年あけましておめでとうございます。

　まずは皆様にご報告があります。大洲中央病院は、去る12月1日付けで、「社会医

療法人」としての認可を受けることができました。社会医療法人とは、救急医療・災

害医療など赤字に陥りやすい地域医療に貢献する病院を応援するため、経営の透明

性が高いことを条件に認可された医療機関を言います。大洲中央病院は、社会医療

法人として再出発することにより、より公益性が高く、地域に貢献する使命を持った病院

として継続していくことを目指しています。喜多郡・大洲地域には大規模病院こそありま

せんが、市立大洲病院や喜多医師会病院など公益性の高い医療機関が多く、地域

の医療機関と連携を持ちながら地域医療を守っていければと考えています。

　奇しくも昨年は厚生労働大臣表彰もいただくことができました。この地域は、救急車

のたらいまわしなどの問題が非常に少ない地域として高い評価もいただいています。地域

のそれぞれの医療機関が特徴を持って協力しあっている結果と思います。

　今年は社会医療法人として恥ずかしくないよう、より一層気を引き締めて努力して参り

ますので、引き続きご協力とご指導の程宜しくお願い申し上げます。

　明けましておめでとうございます。昨年は、12月
になっても暖かい日が続き、過ごしやすい半面、雪
不足によりスキーやスノーボード等に行けず残念
な思いをされた方も多かったと思います。この広報
誌が出る頃には雪の便りもみられるでしょうか。さ
て、昨年は当院にとって節目となる年でした。今回
の紙面にも掲載いたしましたが、1つは設置主体
が医療法人から社会医療法人に変更になったこ
と。2つ目は、救急医療功労者厚生労働大臣表彰
を受賞したことです。今後は更に「公益性の高い医
療」が求められます。現状に甘んじることなく、更な
る躍進を目指し、地域への医療貢献ができますよ
う努力してまいります。

発行／社会医療法人 北斗会 大洲中央病院
編集／広報委員会
　　　寺尾 光司（事務部長・理事）／
　　　京河 雅史（放射線科）／伊場 紀子（看護副部長）／
　　　山下 恵里（看護部）／
　　　福田 修治（リハビリテーション科）／
　　　大西 修平（リハビリテーション科）／
　　　松本 奈緒（総務課）／平田香奈（栄養科）

第43回病院忘年会に参加して

TOPICS

　12月14日に病院の忘年会が開催
されました。今年は社会医療法人北斗
会の発足と新理事3名の紹介もあり華
やかな開会となりました。会場と料理は
クリスマスカラーで彩られ、歌手による
クリスマスソングが流れる中、皆で楽し
い時間を共有することができました。ま
た、全職員の笑顔を集めた映像の上映
やプレゼント抽選会もあり、更に笑顔と
笑い声で包まれた会となりました。来年
も忙しい病院勤務の中、思いやりと優
しさのある病院でありたいと思います。

平成27年12月14日

リハビリテーション科　理学療法士
古谷 通

　平成27年10月29日、11月5日に、病院
内で「感染防止対策セミナーⅠ～日常の中
に潜む感染危険行動～」が開催され、218
名の参加がありました。
 まずは、私達の日常業務の中でどのような
行動が病原菌の拡散に繋がり、感染の危険
性があるのかという講義のあと、汚れに見立
てた蛍光クリームを手に塗って手洗いを行な
い、その手をブラックライトに当てて、汚れが
落ちているかどうか確認する演習を行ないま
した。丁寧に洗ったつもりでも、思った以上に
爪先や指の間に汚れが残っており、いかに正
しい手洗いが重要かを再認識することがで
きました。今回のセミナーで学んだことを日々
の業務に活かし、患者さんはもちろんですが、
医療従事者も安心でき、感染の危険を回避
できる安全な病院作りに役立てていきます。

平成27年10月29・11月5日

看護師  二宮 ひろみ

感染防止対策セミナーの開催

45
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No.

◎大洲・喜多地区の一週間の救急当番
■金～日曜日…大洲中央病院
■月曜日…市立大洲病院
■火曜日…市立大洲病院
■水曜日…加戸病院
■木曜日…大洲記念病院（昼）、
　　　　　市立八幡浜病院（夜）

内　　科

診療科目 月曜 火曜 水曜 木曜
※ ※

金曜 土曜 日曜
１ 診
２ 診
３ 診
１ 診

１ 診

１診（新患）
２診（再診）

２ 診

２ 診

３ 診
外　　科

整形外科

泌尿器科

脳神経
外科

近藤　誠司
山上　隆司
井上　明子
森岡　　徹
満谷　　臨

栗田　英明

清水　公治
西原　　潤
藤原　　聡

大久保啓二
山上　隆司
井上　明子
森岡　　徹
満谷　　臨

冲永　昌弘

清水　公治
西原　　潤
藤原　　聡

大久保啓二
井上　明子
近藤　誠司
森岡　　徹

武内　成禮
栗田　英明

清水　公治
藤原　　聡
西原　　潤

大久保啓二
山上　隆司
非常勤

森岡　　徹
満谷　　臨

栗田　英明
冲永　昌弘
清水　公治
藤原　　聡
西原　　潤

近藤　誠司
山上　隆司
大久保啓二

満谷　　臨
武内　成禮
冲永　昌弘

清水　公治

休
診
日

休
診
日

山下　大介
末廣　　諭

（隔 週）

受 付 時 間

診療開始時間

休 診 日
（1～4月）

お見舞い・面会時間

午前8時00分～午前11時30分
午前9時00分～
救急診療のみ……1月1日㈮、1月2日㈯、1月3日㈰、3月20日㈰、4月29日㈮
休診日……………火曜、水曜、1月11日㈪、2月11日㈭
年末年始…………12月29日㈫～1月3日㈰は一般診療は休診
午後1時00分～午後9時00分

担当医師は緊急手術などで変更する場合がありますので、事前にお問い合わせ
ください。（休診になる場合あり） ※は、予約診療になっています。

NEWS

　11月15日に社会医療法人石川記念会HITO病院
にて、第6回日本医療マネジメント学会愛媛県支部学
術集会が開催されました。当院リハビリスタッフが提供
したリハビリが、退院後に患者さんの生活にどう影響し
ているのかについて追跡調査が必要と考え、「退院前
訪問指導の再検討」というテーマで研究を実施しまし
た。研究を進める中で評価チャート用紙を独自に作成
し、今回の学会では作成したチャート用紙の妥当性を
統計学的に処理した結果を発表しました。学会での発
表という大きな経験をさせて頂いたことに加え、他の病
院の発表を聞くことができ多くの刺激を受けました。
　今後の展望としては、患者様へ提供するリハビリの
質を向上するためにも今回作成したチャート用紙を用
いた追跡調査を継続し、得られたデータを基に課題を
抽出・改善し、より良いリハビリが提供できるよう努め
て参りたいと思います。

平成27年11月15日

リハビリテーション科　作業療法士  越智 啓太

第6回日本医療マネジメント学会
愛媛県支部学術集会にて発表

謹　賀　新　年
本年も大洲中央病院を
どうぞよろしくお願いします。
社会医療法人北斗会 大洲中央病院 理事長 院長  大久保 啓二

社会医療法人北斗会

社会医療法人 北斗会


